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１．研究計画の概要 

心筋収縮における電位依存性カルシウム
チャネル, 特にβサブユニットの重要性を, 
遺伝子改変マウスを用いて明らかにするの
が, 研究の目的である. 

電位依存性カルシウムチャネルのβサブ
ユニット遺伝子改変マウスを作製し, 遺伝
子の機能を解析する. その他, チャネル遺
伝子クローニング, カルシウムチャネル遺
伝子変異マウスの解析を循環器系中心に広
く展開する. 
 
２．研究の進捗状況 

電位依存性カルシウムチャネルのβ2サブ
ユニット遺伝子改変マウスを作製した. さ
らに電位依存性カルシウムチャネルのβ3サ
ブユニット遺伝子過剰発現マウスを作製し
た. β3 サブユニットが交感神経における N
型カルシウムチャネル数を規定し, 交感神
経シグナル伝達に重要であることが判明し
た. 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。 
すでに論文発表, 学会発表など, 相当程

度の業績をあげている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度ではさらに業績をあげるつもり
で取り組む. 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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